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1. 浅川巧を取り上げる意味─授業のねらい
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要旨
浅川巧は, 朝鮮民芸・陶芸の研究家・評論家だった. 朝鮮半島で植林事業を行う傍ら, 朝鮮半島の陶磁器と木工を研究・
紹介した. 彼の墓はソウル郊外の忘憂里共同墓地にある. 当時の多くの日本人とは違って朝鮮人と対等につきあった人物の








され, そして 1966 年に韓国林業試験場職員一同によっ
て ｢浅川巧功徳之碑｣ が建てられ, 後に忘憂里共同墓地
に移された. さらに, ｢韓国の山と民芸を愛し, 韓国人
の心の中に生きた日本人, ここ韓国の土となる｣*4 とハ
ングルで刻まれるに至り (1984 年), 毎年慰霊祭が実施
































そして, その ｢荒廃｣ の原因として力説されたのが火田
(焼畑) であった. 本多静六 (東京帝国大学林学教室教




1914 年 5 月に巧は朝鮮に渡り, 朝鮮総督府農商工部
山林課試験所の雇員となった. 1917 年に ｢テウセンカ
ラマツの養苗成功を報ず｣ を石戸谷勉との連名で 『大日
本山林会報』 に発表し*12, 1922 年に判任官の技手とな











































館した. 1924 年の開館後, 春秋の二回, 展覧会を開催
した.
その後, 1929 年に巧は 『朝鮮の膳』 を出版したが,
｢跋
ばつ






巧の死後, 1931 年 9 月に 『朝鮮陶磁名考』 が出版さ
れた. その目的を ｢先づ第一に器物本来の正しき名称と
用途を知つて置く必要がある｣ と謳い, 外国人が朝鮮の
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浅川巧の墓 (ソウル市中浪区忘憂洞, 浅川の








































































ての浅川巧 (資料②, ③), 関東大震災と浅川巧 (資料
④), 朝鮮人へのまなざし (資料⑤) ここから, 浅川
巧という人物についてどう思うか聞いてみた. なお, 別
に ｢浅川巧略年譜｣ を配布した.
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浅川巧 (高崎宗司編 『朝鮮民芸
























は 『東亜日報』 1931 年 10 月 19 日付






師で, かつて柳 (宗悦─訳者) の ｢朝鮮の美術｣ と題
する論文を ｢もっとも理解ある鑑賞家の論述｣ と評価








を引いたものは, 陶磁器である. したがって, これに
対する資料蒐集と研究発表は少なくない. これらのも







はない｣ と, 朝鮮人にとってだけでなく, 心ある日本人
にとっても尊敬されたと考えている. ｢植民地の人々に
同情と憐憫によって接した｣ (イ・インソン), ｢朝鮮人






































ない. (カン・ジソン, 1 年)
○浅川は日帝強占期に苦痛を受け抑圧されるわが国の
人々の姿を見て, これを ｢日本人｣ の観点から見るよ
























































































郊外スケッチに出かけた. そして, ｢心も軽く, 身も
軽くたどりつく処は, 浅川先生のお宅であつた. 先
生は真に喜びを知るものゝ如く喜んでくれた｣*34 と











資料⑦ 1919 年から 1963 年まで林業試験場で働き,
｢木のおじいさん｣ と呼ばれた金二万は, 定年退職後
も嘱託・顧問として働き続け, 1985 年 11 月 7 日, 85
歳で亡くなった. その間, 樹木品種保存と薬草園造成
の功績により大統領表彰をされたこともある (『ソウ
ル新聞』 1985 年 11 月 8 日). その金二万が 1979 年 4
月 12 日に, 次のように語っている.
｢浅川氏は, 韓国語を非常にじょうずに話し, 常に




ど, 韓国人を愛した. それだけでなく, 彼は朝鮮服を
好んで着て, 夕方にはパジ・チョゴリに木履をはいて
帰った. 長いキセルを好み, 中国の帽子をかぶり, 縄
で編んだ袋を背負い, 市場にいって, 韓国の骨董品・
陶磁器などを日常的に買い集めた. そのおかしな様子
のために, 倭奴 (日本人の蔑称) 警官から取り調べら
れたこともよくあったという.




































いる｣ (キム・スハン) と分析している. 一方, イ・イ






いがある*38. つまり, 高校生の意見 (資料⑨) に見られ
る, ナショナリズム (国家の論理) によって植民地支配
を批判することでは, (自らの) 植民地主義は清算でき
ないことに気づくか, である*39.
キム・ヨンボク (民学会理事) は, 韓国語を駆使し,
韓国民衆とともに生きた巧を慕う韓国人は墓をよく訪れ
ると発言する (資料⑧). 一方で, 韓国の高校生は巧だ
けをとりたてて論ずるのは誤りだ, 日本人は植民地支配
の責任を取っていないので友好関係を築くのは難しいと
する (資料⑨). 学生には, この二つの意見のうちどち
らを支持するか書かせた.















じるように, 山林, 農業, 林業試験場で働きながら自
身の国が支配している朝鮮の地の山林, 農業, 林業な



















資料⑧ なお, 巧の墓は忘憂里にある 3 万余の墓の
うち, ただ一つの日本人の墓である. 最近では, 韓
国でもよく知られている, 民学会踏査担当理事 (1996
年当時) のキム・ヨンボクが書いた ｢忘憂里墓地を
訪れて｣ でも, ほかの歴史的人物の墓 11 基とともに












数量的には, 資料⑧の意見に賛成 (38 人), ⑨の意見
に賛成 (27 人), どちらとも言えない (14 人), 不明 (1
























ことはできないとする. 浅川は朝鮮の ｢青さ｣ を豊かに
したかっただけなのではないか, というのである. 一方,
キム・スハンは, そうは言っても, 浅川の思想や行動は
































































































書 (6 年生, 2019 年版) は 4社とも浅川巧に関する記述は皆
無である.
中学校では, 教育出版と帝国書院の教科書に記述が見られ






えたことなどを紹介している. ただし, 2005 年版のみであ
る. 帝国書院は, 2016 年版になってコラム ｢朝鮮との架け
橋となった日本人｣ で, 柳と巧を取り上げ, 主に工芸品に関
心を持っていたことを中心に記述している.
高校は, 実教出版の 『新日本史 A』 (2014 年版, 2018 年
版) が巧について取り上げている. コラム ｢人物スポットラ
イト｣ で朝鮮の陶磁器に魅せられた巧が朝鮮の民衆に溶け込
み, 生活をともにしていたことを記述している. 同じ実教出
版の 『高校日本史Ａ』 (2017 年版) が, コラム ｢歴史の群像
4 植民地朝鮮の人々と友好をきずいた日本人｣ で, 柳宗悦,
浅川巧, 布施辰治, 田内千鶴子を載せている. 巧に関する記
述は, 教育出版 (2005 年版) のそれとよく似ている. 実教
出版以外では, 清水書院の 『高等学校日本史Ａ』 (2015 年版,
2018 年版) が ｢近代の追求 2 大日本帝国をめぐる人口移動｣



































が, コラム ｢歴史の中の人物｣ の一つとして ｢朝鮮の陶磁器
と民芸を愛した二人の日本人｣ で, 巧と柳を記述している.
｢朝鮮の魂と歴史を抹殺しようとする日帝の植民地政策を批








だし, 教育課程 (学習指導要領にあたる) の改訂によって現
在は ｢韓国近現代史｣ という教科はなくなり, 巧を取り上げ
ている教科書はない.
いずれにしても, 日本 (中学, 高校), 韓国 (高校) とも
に, 本文ではなく, コラムでの記述である. したがって, 少
なくとも教科書の記述という点からは, 巧の認知度は低いと
言わなければならない.
*2 巧を扱った授業の嚆矢は, 1990 年代初頭の目良誠二郎
｢福沢諭吉の視点から柳宗悦の視点へ─日朝関係のバクロ型
授業を乗り越える試み｣ (『歴史地理教育』 1990 年 12 月号)
であろう. 茨木のり子 ｢忘憂里｣ などを使って ｢二年間を通












の他に柳, 柏木義円, 吉野作造, 石橋湛山らが取り上げられ
ていることからもわかる.
また, この論文で, 第 1回東アジア歴史教育シンポジウム






































(『社会科教育』 2018 年 6 月号) は, ｢朝鮮に心をよせた浅川










関連して, 授業実践ではないが, 米山宏史 ｢マツシロ・無
言館・浅川巧─2003 年度山梨英和の中三研修旅行｣ (『歴史
地理教育』 2005 年 8 月号) では, 学年の行事として地域に
ある松代大本営, 無言館, 浅川伯教・巧兄弟記念館を訪れ,
高校生の平和意識を育てたことが紹介されている.











で行われた日韓歴史教育交流会での報告, 『第 25 回日韓歴
史教育交流会』 所収) を取り上げたい. この文章は後に, 
橋珠州彦 ｢浅川巧から見た日本の植民地支配｣ (小薗崇明ほ































(『朝日大学教職課程センター』 9 号, 2001) と, 小川幸司
『世界史との対話 (下) ─70 時間の歴史批評』 (地歴社,














編 『戦後 70 周年, 韓日修交 50 周年』 パンムン社, 2016, 韓
国語) と, 同 ｢草の根の人々の交流から考える日韓友好─旗
田巍・浅川巧・藤本巧を中心に｣ (『社会科教育研究』 134 号,
2018) がある. ここに感謝の意を表したい.
*3 中学生の場合については, 拙稿 ｢中学生の認識に内在す
る 『国家の論理』 (植民地主義) を相対化する授業｣ (『植民

























































らと ｢黒濤会｣ を結成し, 帰国後の
1925 年に朝鮮共産党結成に参加するなど, 独立運動に邁進








1952, 1956 年の大統領選に出馬したが落選する. 1956 年に
反独裁･民主守護, 祖国の平和統一を綱領とする進歩党を組















2011 年 1 月に韓国大法院は, 進歩党の綱領やスパイ容疑な
ど, かつて有罪と判断した部分をすべて覆し, 奉岩らに無
罪判決を言い渡した (『朝鮮日報』 2011 年 1 月 22 日付).
*8 本実践は科目 ｢人物で見た日本の歴史｣ の中で実施した.
受講学生は 80 名ほどで, 授業はすべて韓国語で行った





















永助 『火田の現状』 (朝鮮総督府調査資料 15, 1926)
より再引用 (『韓国併合史研究資料 80』 龍渓書舎, 2009).













会編 『朝鮮半島の山林─20 世紀前半の状況と文献目録』 財








山林課職員だった三宅正久は ｢濫伐, 濫採が, いかなる事
情により, どのような理由で, 行われてきたかについての十
分な検討と説明がない. また, 林政の不備, 弱体, 弛廃につ
いては, 林政の内容についての十分な説明がない｣ (三宅正
久 『朝鮮半島の林野荒廃の原因─自然環境保全と森林の歴史












いて ｢優良の成績を挙げ得るは寧ろ当然｣ だとした (『大日
本山林会報』 414 号, 1917).
*13 『朝鮮山林会報』 1922 年 2月号 (高崎宗司編 『浅川巧全集』
草風館, 1996, 所収).
*14 『朝鮮山林会報』 1929 年 7 月号, 14 ページ.
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*4
*15 柳宗悦 ｢浅川のこと｣, 『工芸』 40 号, 1934, 90 ページ.
柳は, 1922 年に ｢失はれんとする一朝鮮建築の為に｣ を書
くが, それを巧に届けている (高崎宗司編 『浅川巧─日記と
書簡』 草風館, 2003, 119 ページ, 1922 年 8 月 7 日). 高崎









2002, 148 ページ). この柳の文章は, 『東亜日報』 1922 年 8
月 24～28 日に連載され, 後に 『改造』 1922 年 9 月号に所載
された.
*16 朝鮮の美術や工芸にひかれて朝鮮に渡った伯教は白磁と
出会い, 1929 年から 31 年にかけて朝鮮の窯跡を調査した.
このときの作業を基にして ｢李朝陶磁窯跡一覧表｣ を発表し
ている (｢朝鮮の窯跡と採集品の記録｣, 座右宝刊行会編 『世
界陶磁全集 第 14 巻』 河出書房, 1956). また, 『釜山窯と
対州窯』 (彩壺会, 1930) などを著し, 1956 年には 『李朝の




























性』 1978 年夏号, 韓国語, 613 ページ) という指摘を看過す
べきではない. だが, 韓国陶磁は ｢自律的な発展をうばわれ,
日本人の考える 『朝鮮らしさ』 という強制的な枠のなかで近
代への第一歩をすすめざるを得なかった｣ (片山なび ｢第 3
章 韓国陶芸｣, 出川哲朗ほか編 『増補版 アジア陶芸史』
昭和堂, 2012, 77 ページ) という主張は, 植民地支配を批
判しているようで, 朝鮮の内在的発展を認めない, 一種の植
民地支配論にすぎない.
一方, 人をして ｢朝鮮古陶磁の神様｣ と言わしめた伯教だ
が, 1940 年～45 年に日本の侵略戦争の本格化に伴う銃後活








学論』 高麗書林, 1976, 104 ページ).
*17 柳宗悦 ｢彼の朝鮮行｣, 『柳宗悦全集 著作篇 第 6 巻』
筑摩書房, 1981, 68～69 ページ. ｢李朝の美を教えた兄弟─
浅川伯教と巧｣ という特集を組んだ 『芸術新潮』 1997 年 5










巧兄弟との繋がりを中心に―｣ (『山梨英和大学紀要』 8 号,





｢朝鮮民族の美を尊重｣ (高崎宗司 ｢解説｣, 浅川巧 『朝鮮民
芸論集』 岩波文庫, 2003, 301 ページ) する思想の発露だと
いう.
*19 ｢本文を読み挿絵を見るにつけても, 特に此五, 六年間の
事が思ひ出される. 挿絵に入れた膳の大部分は実に君と僕と
が 『朝鮮民族美術館』 の為に集めたものだつた｣ (｢朝鮮の膳｣,
前掲 『浅川巧全集』, 538 ページ).
*20 同前, 446 ページ.
*21 同前, 404 ページ.
*22 ｢緒言｣, 『朝鮮陶磁名考』 (同前, 557～561 ページ). 1978
年に, 『朝鮮の膳』・『朝鮮陶磁名考』 および 『小品集』 を収











えさせるのである｣ (『統一評論』 1979年 4月号, 160ページ).









事を高く評価している (沈雨晟 ｢訳者の言葉｣, 浅川巧 (沈





















衆─韓国伝統文化の自生的伝承』 (行路社, 1995) などを著










を始める. そして, 1985 年になぎの原近くの観音寺に ｢普
化鐘楼｣ を建てた. その建立文には ｢現代の韓国人はその暗
い歴史を憎みはしても, 今日の日本や日本人を咎めたくはな
い. むしろ, 歴史を正視し, その歴史の前に謙虚な日本の友
人にありがたいとさえ思う｣ と刻んだ (小薗崇明 ｢調査者と
ともにたどる関東大震災朝鮮人虐殺事件の地域①─高津・大
和田新田・萱田を歩く─｣, 『専修史学』 45号, 2008, 148ペー
ジ).
*23 東アジアにおける関東大震災時の朝鮮人虐殺研究の進展
については, 関東大震災 80 周年記念行事実行委員会編 『世
界史としての関東大震災─アジア・国家・民衆』 (日本経済
評論社, 2004) を, 記憶の掘りおこしとその継承の問題につ
いては, 関東大震災 90 周年記念行事実行委員会編 『関東大
震災記憶の継承─歴史・地域・運動から現在を問う』 (日本
経済評論社, 2014) を参照. 虐殺の本質についての解明につ
いては, 田中正敬・専修大学関東大震災史研究会編 『地域に
学ぶ関東大震災─千葉県における朝鮮人虐殺その解明・追悼
はいかになされたか』 (日本経済評論社, 2018) を参照.




















2005), 現在 ｢浅川伯教・巧兄弟資料館｣ に寄贈されている.








一周｣, 前掲 『浅川巧全集』, 392 ページ. 5 人で
談笑しているとき, ｢戸外に三人の和服を着た男の影のある
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のに気づいた. その男らが僕が支那料理に居た時隣室に来た
















然主義文学の祖と評される. 彼は, 『東亜日報』 1920 年 4 月
12 日付で, 柳の ｢朝鮮人を想ふ｣ (『読売新聞』 1919 年 5 月




めに─｣, 『展望』 1976 年 7 月号, 103 ページより再引用) と
評価している. その直前の 1919 年 3 月には大阪の天王寺公
園で ｢独立宣言書｣ を配布した. そして, 資本主義の改造を
めざし, 相互扶助社会を建設するために多岐にわたって活動
した東京帝国大学新人会の機関誌 『デモクラシイ』 で, ｢米
騒動と (朝鮮人─引用者) 留学生の行動とは其表面は異るも
その生存の保障を得んとする真剣なる要求に就ては異る処な
きなり｣ (廉尚燮 ｢朝野の諸公に訴ふ｣, 『デモクラシイ』 2
号, 1919 年 4 月, 法政大学大原社会問題研究所編 『日本社
会運動史料 機関紙誌篇─デモクラシイ』 法政大学出版局,
1969, 24 ページより再引用) と, 朝鮮の独立運動と日本の
米騒動の共通性を指摘している. 廉想渉の文学作品について







とその文学』 (勉誠出版, 2008) を参照.
*27 浅川巧 ｢窯跡巡りの一日｣, 前掲 『浅川巧全集』, 284 ペー
ジ.







｢浅川巧 『朝鮮の膳』 を読んで｣ (『東亜日報』 1931
年 10 月 19 日付, 高崎宗司・深澤美恵子・李尚珍編 『回想の
浅川兄弟』 草風館, 2005, 211～212 ページより再引用). 洪





思う｣ (同前, 213 ページ) と, 浅川への追悼の意を込めて
いる.
*30 前掲 『浅川巧─日記と書簡』, 248～250 ページ, 1923 年 9
月 10 日夜.
*31 同前, 210～211 ページ, 1922 年 11 月 8 日.
*32 前掲 ｢浅川のこと｣, 89 ページ. 一方で, ｢巧さんのやう
な, 正しい, 義務を重んずる, 人を畏れずして神のみを畏れ
る, 独立自由な, しかも頭脳が勝れ, 鑑賞力に富んだ人は,












能成 ｢浅川さんを悼む｣, 『京城日報』 1931 年 4 月 28 日～ 5
月 6日付, 強調は引用者). 後にこの文章が整理されて, ｢人
間の価値｣ という題目で国定教科書 『国語 巻六』 (1934 年
















｢浅川先生の想出｣, 前掲 『工芸』 40 号, 85 ペー
ジ.
*35 霞関会編 『現代韓国人名辞典』 霞ヶ関出版, 1971, 249ペー
ジ.
*36 前掲 『増補三版朝鮮の土となった日本人』, 185～186 ペー
ジ.
*37 同前, 187 ページ. 高崎は, ｢巧は, おそらく三・一運動
を目撃したであろう. そして, それに心の痛みを感じたに違
いない. 巧にとって柳が書いた 『朝鮮人を想ふ』 は, 自分の
気持ちを代弁してくれるものであったろう｣ (同前, 104 ペー
ジ) と類推している. 一方で, 高崎は ｢巧が三・一独立運動
に際して, どのような態度をとったか, 今のところそれを直
接的に明らかにしてくれる資料はない｣ としている (同前,




























資料はいまのところないが｣ としている (高崎宗司 『朝鮮の
土となった日本人浅川巧の生涯』 草風館, 1982, 94 ページ,
強調は引用者). また, 巧は予備少尉の友人に ｢君が金鵄勲
章を貰つて凱旋する時僕は非戦論者の故を以て監獄に居るで
あらう｣ (前掲 『浅川巧─日記と書簡』, 136 ページ, 1922 年











『普遍性』 と 『国際性』 (＝『将来の相互理解に向けての提言』)
を見出すことができ, これからの日韓相互理解の指針となる｣
としている (｢浅川巧の異文化理解モデルに関する一試論｣,
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1982) の書評 ｢柳宗悦に朝鮮を紹介した林業技師の触発力に
富む評伝｣, 『朝日ジャーナル』 1982 年 9 月 10 日号, 64 ペー
ジ) は重い.










2007, 8 ページ) に留意すべきであろう.
*40 キム・ヨンボク ｢忘憂里墓地を訪れて｣, 『民学会報』 33
号, 1996, 韓国語, 36～37 ページ.
*41 木場泰子, 前掲論文, 62 ページ.
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